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( 科目コード：1006420006AA)

【改訂】第 3 版（2010-03-10）
【科目】国語表現演習 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

小野 泰央

【授業目標・教育方針】
・文章作成の基本的技術を身につける。
・社会事象を分析し、その上で自己の考えを構築する能力を身につける。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。

・受講者の書いた文章をテキストにしながら論証の形式や文章表現について考え、また社会情勢を的確に把握する能
力を
身に付ける。

・自分の意見を文章化し、その意見を相互評価する作業を繰り返しながら自他の意見を相対化する「場」を創造する。
本
年度はコメント力・質問力にも目を向ける。　

【教科書・教材・参考書 等】
授業担当者の作成したプリントや受講者の書いた文章を随時配布。

【メッセージ】
文章を書くということは、単に考えを文字にすることではなく、自己の考えをまとめ、それによってさらに新たな考
えをつむぎだすという行為です。
普段から思っている考えを論理的に余すところなく、相手に伝えるという快感を味わってください。

【備考】
既習科目「国語演習」

・新聞やニュースなどによって、事前に「環境」および「工学」に関する問題点を整理しておくこと。

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：授業態度

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：国語表現演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 国語表現学習の目的と意義を説明し、授業に臨むにあ
たって準備すべきことを指示する。

第 2 回 推敲の意義（１） 推敲の手法・意義を体験する。
第 3 ～ 5 回 推敲の意義（２） 効果的な推敲を模索する。
第 6 ～ 8 回 推敲の意義（３） 推敲と文の質について考える。
第 9 回 テーマ選定 「社会問題」について課題を考え、その問題点に対す

る解決策を８００字でまとめる。
小論文８００字

第 10 ～ 12 回 相互評価 「社会問題に関する問題点と解決策」ついての８００
字の小論文を相互評価する。
その問題点と解決策を踏まえて１０００字の小論文に
する。

小論文１０００字

第 13 ～ 14 回 相互評価 「社会問題に関する問題点と解決策」ついての１００
０字の小論文を相互評価する。

清書を完成させる

第 15 回 採点解説 採点した小論文を解説する。
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